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安
心
・
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

　
夏
休
み
も
終
わ
り
、学
校
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
は
、小
中
学
校
を

中
心
と
し
て
地
域
内
全
体
に
広
が
っ
て
お
り
、

登
下
校
の
時
間
帯
に
な
る
と
、子
ど
も
た
ち

が
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
へ
移
動
し
ま
す
。

　
近
年
、地
域
の
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
ろ
う
と
、市
内
各
地
で
見
守
り
活

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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【
基
本
的
な
心
構
え
】

●
気
軽
に
！

　
日
常
生
活
の
一
部
と
し
て
気
軽
に
や
り

ま
し
ょ
う
。犬
の
散
歩
や
買
い
物
の
際
に
、

腕
章
や
タ
ス
キ
な
ど
を
着
け
る
だ
け
で
、犯

罪
の
抑
止
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
気
長
に
！

　
気
長
に
続
け
れ
ば
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
環
境
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。

●
危
険
な
く
！

　
危
険
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。危
な
い
と
思
っ
た
ら
警
察
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

【
見
守
り
の
着
眼
点
】

●
不
審
な
車（
者
）は
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。子
ど
も
に
声
を
か
け
て
い
る
、

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
な
ど
で
子
ど
も
を
撮

影
し
て
い
る
な
ど
。

●
子
ど
も
の
叫
び
声
や
ブ
ザ
ー
、ホ
イ
ッ
ス

ル
の
音
に
敏
感
に
反
応
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
に
声
を
か
け
て
い
る
人
物
を
見

か
け
た
ら
、子
ど
も
の
方
に「
大
丈
夫
？
」と

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

●
夕
暮
れ
時
に
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
た
ら
、

早
め
の
帰
宅
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
通
学
路
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う

①
落
下
物
や
廃
棄
物
な
ど
、子
ど
も
が
持
っ

て
遊
ん
で
危
険
な
物
、有
害
な
物
は
な
い
か
。

②
用
水
路
や
た
め
池
な
ど
、水
難
事
故
が
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
は
な
い
か
。

③
空
き
家
や
廃
屋
な
ど
、子
ど
も
の
遊
び
場

に
な
っ
て
い
る
危
険
な
場
所
は
な
い
か
。

POINT

県立広島大学研究開発助成事業 企画課企画調整係　鈎0824―73―1128

　市は平成17年度から、県立広島大学の研究者が
所有する知的資源と地域資源を活用し、研究成果
を商品化・事業化に結び付け、地域活性化を図る「県
立広島大学研究開発助成事業」を実施しています。
　本年度は、新規助成対象研究課題として、５件の

課題を採択しました。
　今後は、研究成果を研究担当者やしょうばら産
学官連携推進機構と連携しながら、地域活性化や
新産業創出に向けて取り組みを進めます。

吉野　智之 准教授

低濃度油分含有廃水を効率的に回収する実用小型装置の作製

地元企業などと連携し、「油分回収装置」を作製・改良。環境保全や地元企業の活性化を目指します。
江頭　直義 教授

相沢　慎一 教授

前川　俊清 准教授

亜／超臨界流体によるサーモスイッチング式POPs分解装置の開発

ダイオキシン類による汚染土壌の処理や農作物残渣の処理が可能な小型分解装置を開発。
環境保全や地元企業の活性化を目指します。

三苫　好治 准教授

汚泥焼却炉におけるバイオマスエネルギー利用及び汚泥の処理に関する研究

し尿汚泥焼却施設、ごみ焼却施設に木質バイオマスエネルギーなどを有効活用するよう研究し、
環境保全を目指します。

マツタケの人工栽培とマツタケ山の再生

マツタケのシロの安定した人工栽培法を確立し、シロを庄原市や周辺のマツタケ山へ移植。
地域経済活性化を目指します。

庄原発特産化加工食品の開発と資源化

「庄原発」の食品加工品の開発と特産化。ノウハウを開示し農業振興や食育に貢献します。

研究課題の内容 研  究  者

平
成
21
年
度
助
成
対
象
研
究
課
題

地域活性化に向け新たに5件を採択

見
守
り
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

み
ん
な
で
子
ど
も
を

　
　
　
　
見
守
り
ま
し
ょ
う

　
環
境
に
や
さ
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

積
極
的
な
利
用
、地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。広
島
県
は
全
国
的
に
も
日
照
条
件
な
ど

が
太
陽
光
発
電
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、本
市
に
お
い
て
も
こ
の
地
域
特
性

を
生
か
し
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普

及
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
補
助
金
額

シ
ス
テ
ム
出
力
１
kw
あ
た
り
3
万
5
0
0
0

円
で
上
限
14
万
円(

上
限
４
kw)

●
対
象
者

①
市
内
在
住
ま
た
は
こ
れ
か
ら
市
内
に
シ

ス
テ
ム
付
き
住
宅
を
購
入
す
る
方

②
平
成
21
年
4
月
以
降
で
、国
の
定
め
た
補

助
金
を
受
け
て
設
置
を
さ
れ
た
方

※
国
の
定
め
た
補
助
金(

住
宅
用
太
陽
光
発

電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金)

と
合
わ
せ
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。住
宅
用
太
陽

光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
シ
ス
テ

ム
出
力
１
kw
あ
た
り
7
万
円(

10
kw
上
限)

●
補
助
期
間
　
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
に
事

業
完
了
さ
れ
る
方
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
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路
線
バ
ス
な
ど
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、市
民
が
記
名
式
P
A
S
P
Y
を
新
規
購

入
す
る
際
の
購
入
金
額
の
う
ち
、チ
ャ
ー
ジ

料
金
1
0
0
0
円
分
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

　
P
A
S
P
Y
と
は
、広
島
県
の
主
な
バ
ス
・

路
面
電
車
な
ど
で
利
用
い
た
だ
け
る
便
利

な
I
C
カ
ー
ド
で
す
。P
A
S
P
Y
の
利
点

と
し
て
、乗
車
ご
と
の
運
賃
に
対
し
て
最
大

10
%
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
期
間
　
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

●
申
し
込
み
　
庄
原
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申

込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
※
本
人
確
認

の
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。日
曜
・
祝
日

は
休
み
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
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住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
に
補
助

―
庄
原
市
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金
―

公
共
交
通
の
利
用
を
促
進

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券

　
　
　
　
　『
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
』購
入
を
補
助

設置価格
210万円

市の補助金
10.5万円

国の補助金
21万円

31.5万円の補助金を
受けることができます

システム出力３kwの太陽光発電システムを設置した場合
（機器・工事費込みで、国の定める補助金による対象システ
ム上限額70万円で算定。市場価格は販売店ごとに異なりま
すので、詳しくは取扱店へご相談ください。）

設置価格210万円のうち
市の補助金　3万5000円／kw×３kw＝10万5000円
国の補助金　7万円／kw×３kw＝21万円
合わせて、31万5000円の補助金を受けることができます。

設置例

太陽光発電システム

今
す
ぐ
活
用
で
き
る
本
年
度
限
定
補
助
金

―
経
済
危
機
対
策
―

PASPYは、このマークのあるバス・
路面電車等でご利用いただけます。
※バスの前面や乗車口付近に表示しています。

パ
ス
ピ
ー

第3次庄原市経済危機対策

へ約28億円景気
対策


